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アミノ酸の製造における酵素の利用に関する研究
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緒論においては L-aspartate ß-decarboxylase と L-histidine ammonia一一 lyase について従来の研
究成果を要約した。
第 1 章においてはL ーアスパラギン酸から L-アラニンの工業生産に用いている Pseudomonas daｭ
cunhae の L-aspartate ß-decarboxylase を精製，結晶化し，その沈降定数，拡散定数，分子量，偏比
容，摩擦係数比，軸比などの物理化学的性質について種々検討して本酵素の分子形態を解明した。
第 2 章においては本酵素のサブユニット構造を知るために末端分析， SH 分析，変性剤存在下での
超遠心分析などを行なった。本酵素は分子量 50， 000 の同一 polypeptide chain 16個より成り， 各 2 本
の polypeptide chai n が S-S 結合により会合して分子量 100， 000 のサブユニットを形成し， このサ
ブユニット 4 個にて分子量 400， 000 の中間的な大きさの酵素となり，さらにこれが 2つ会合して native
な酵素となっていることを明らかにした。
第 3 章においては従来未解決で、あった本酵素の α ーケト酸による活性化機構を解明し，本酵素がα
ーケト酸およびピリドキサール燐酸を activator とするアロステリック蛋白であることを反応動力学，
蛍光分析，脱感作実験などにより証明した。
第 4 章においては本酵素がL-型アミノ酸にのみ特異的に作用することを利用して DL -アスパラ
ギン酸から D-アスパラギン酸と L ーアラニンの同時製造法を確立した。
第 5 章においては微生物の L-histidine ammonia -lyase を用いて L-ヒスチジンからウロカニン酸
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の生成を研究した。優良菌株として Achromobαcter l向uidum を見出し，本菌による該酵素生産条件に
ついて検討し，高い酵素活性を示す培養液を用いて高濃度L ーヒスチジンからウロカニン酸への酵素
的転換条件について検討し，ウロカニン酸の工業的製造法を確立した。





まず Pseudomonαsdαcunhae の L-aspartateβ decarboxy lase を結晶まで精製し，その諸性質を
明らかにしている。本酵素は分子量 50， 000 の subunit 16分子が disulfide 結合により分子量 800， 000
の apoenzyme を形成し，さらに 16分子のピリドキサール燐酸が結合して holoenzyme となったもので，
摩擦係数比から分子の細長い形状を推定している。また本酵素は α ーケト酸と PLP を allosteric ac. 
tivator とする酵素で km 値の変化と分子表面のトリプトファン残基数に変化が生じることを示した。
本酵素を用いる DL -アスパラギン酸から定量的に D ーアスパラギン酸と L-アラニンに転換する
製造法を開発し，さらに 90% の収率で両者の分離に成功している。
次いで Achromobαcter liquidum を用いる L ーヒスチヂンからのウロカニン酸の製造法， DLーヒス
チジンから D-ヒスチジンとウロカニン酸の製造法を開発している。前者の方法では 0.5M の L ーヒ
スチジンから 400C ， 48時間の反応で定量的にウロカニン酸が生成し，等電点沈澱法により 90%の収率
で結品として単離できた。
この反応に関与する酵素 L-histidine ammonia -lyase を A. liquidum から結晶状に分離し， 分子量
200 ,000, EDTA によって阻害され， Mn, Co, Zn, Ni , Mε や Ca によって活性化される酵素である
ことを明らかにしている。
本論文で開発された製法はすでに工業化されており，その酵素化学的基礎とも酵素工学および酵素
化学に貢献するところが大き Po よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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